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47．ディジタル・フィルタを用いたフーリエ

　　変換コンパートメント・アナリシス
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　コンパートメント・アナリシスは，RIなどのトレー

サ体内動態曲線が表わす指数関数を決定し，その関与す

るコンパートメント数やモデルを推定する解析法であ

る．指数関数の推定には，従来peeling法やfitting法

などが用いられてきたが，系のパラメータ検出の感度に

問題があった．そこで，今回Gardnerにより提案され

たフーリエ変換法に新たに設計したディジタル・フィル

タを適用してパラメータ検出の精度の向上をはかった．

　〔方法〕Gardnerのフーリエ変換法は．トレーサ動態

　　　　　　n曲編ミ∫ωξA」・一ψで劾されるとき・t・f（・）のフ

ー リエ変換により，α＝αiにおいてピークを有するスペ

クトルとしてaiが得られる方法である．しかし，フー

リエ積分の際の数値計算誤差がパラメータ検出精度を低

下させる欠点を有している．そこで，フーリエ変換を理

想に近く実現するために，最尤法によるディジタル・フ

　　　　　　　　　　　　　N－1イルタを設計した．すなわち2］hτe－」zvot＝＝1を満たし，

　　　　　　　　　　　　　T＝O
N－1
、顯τんぷ＊r・一、（h＊はhの複素共役，rτは自己相関関数）

を最小にするフィルタとしてH＝’R’iE＊
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を用いた．
　　　　　　　　　　　　　　　　ER－iE＊
　〔結果〕　ボアソン分布にしたがうノイズを重畳させた

種々のテスト関数を用いてGardnerの原法とディジタ

ル・フィルタを適用した場合を比較した結果，後者では

スペクトル幅が狭くなり，分解能の向上が認められると

同時に，Gardnerの原法において問題となるエラ＿．リ

ップルの抑制効果が顕著に認められた．また，本法を脳

における133Xe洗い出し曲線に適用して，臨床的に有力

な方法であることを確認した．
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48．RI動態機能情報の自動処理（腎機能情

　　報の処理について）
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　シンチカメラを利用して腎臓の動態機能を検査する
“腎カメラ”は臓器の機能情報と同時に形態情報も得ら

れる点ですぐれており，最近盛んに行われるようになっ

た．しかし得られた情報から関心領域を設定し，関心領

域曲線を作成し解析を行なうには大変手間と時間がかか

るため，これをComputerで行わせ，かつ関心領域曲線

のpattern分類を試みたので報告する．

　〔方法〕患者にi3il－Hippurapを300～500μCi静注

し，シソチカメラおよびCDS－4096を用いて10秒間幅で

16分間Imageを集収し順次磁気テープに集録する．こ

の磁気テープをIBM370－135　Computerを使用して処理

を行った．まず関心領域の決定には，2分から8分まで

のImageを加算し，　smoothing等の処理を行った後，

peak　countを求め，　peak　countの30％以上を囲むよう

に両腎の領域を決め，関心領域とした．次にこの関心領

域にしたがって関心領域曲線を作成し，さらにこの曲線

よりpeak　time，　peak　count，　peakより1／2　peakに減

衰するまでの時間等のparameterを計算し，南・町田

らのpattern分類に若干の追加を行ってN，　M1，　M2，

Mm，　Ml，　Lの6つのpatternに分類を行った．

　〔結果〕　この方法により50件の臨床データ処理を行っ

た結果，自動的に正確に関心領域を決定でき，さらに

関心領域曲線などより求めたparameterにより6つの

pattern分類が行なえた．上記の処理に用した時間は1

件当り180秒であり，manualで行ったのに比べ人手を用

さず，短時間に処理ができた．
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